
道徳科 全年 単元 C-(11)公平 題材 平等と公平のちがいは？

本題材の
学習目標

公平について話し合う活動で、

平等と公平の違いに着目し、それらを分類し、ラベリングすることを通して、

　公平の概念をつかみ、学校生活の中で公平に行動することができる

探
究
の
と
び
ら

４人組をつくる
アイスブレイク「サイコロ自己紹介」

問1不公平という言葉を使ったことは
あるか？（ある・ない）
問２不平等という言葉を使ったことは
あるか？（ある・ない）
問３公平と平等の違いは何だろう？
・隣の人と考えを伝え合ってみよう

私たちの生活の中では、平等では
なく公平な言動（言葉（遣い）と
行動）をとることが大切です。日
常生活で、公平を心がける具体的
な場面を挙げ行動の指針としよ
う。

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

も
っ
と
探
究

探
究
の
め
あ
て

⚪︎平等と公平の違いを明らかにするこ
とができる
⚪︎「わたしも、あなたも大切」にする
ためにどのような言葉を使ったり、行
動をとったりすべきかを考える

探
究
の
見
通
し

・目当てを解決するために何に取り組
めばよいかを考える
①辞書を引いて調べる
②いくつかの事例を分類し、違いやそ
れぞれの共通性を見いだす
③違いが明確な事例を出し合ってみる
・平等と公平の違いを表現した２枚の
絵を用いて、平等と公平を説明する

平等は、3人にふみ台を一つずつ配る
こと
公平は、３人全員が「観戦ができる」
方法を考えること
　　↓
平等は同じことを全てに与えること、
公平は個別の状況を考慮して支援する
こと

探
究
の
ま
と
め

1 事例を各自で分類する(think）
2 ４人組で開き合い、考えが異なる事
例について班で話し合い、１つの結論
を出す(group)
３ 全体で開き合う(share)
４ 絵を用いた説明を班で話し合い、
全体で開き合う(group-share)

探
究
の
解
決

時 題材名

1
平等と公平の違い
は？〈本時〉

2

3

4

5

6

7

8

9

１０

11

12

評価規準 S A B C

平等と公平の違いを明
らかにすることができ
る
「わたしも、あなたも
大切」にする言葉遣い
や行動を考えることが
できる

平等と公平、それぞれ
の考え方を具体的な場
面に当てはめて説明
し、例を示して、理由
を説明する。
「わたしも、あなたも
大切」にするための言
葉遣いや行動を複数挙
げ、それがどのような
場面で役立つのかを説
明し、自分の考え述べ
ることができる。

平等と公平、それぞれ
の考え方を具体的な場
面に当てはめて説明す
ることができる。
「わたしも、あなたも
大切」にするための言
葉遣いや行動を１つ挙
げ、それがどのような
場面で役立つかを説明
することができる。

平等と公平について、
具体的な場面に当ては
めて説明しようとする
が、あいまいな点があ
る。
「わたしも、あなたも
大切」にするための言
葉遣いや行動をいくつ
か挙げようとするが、
具体的な場面と結びつ
けるのが難しい。

平等と公平の考え方
を、具体的な場面に当
てはめて説明すること
が難しい。
「わたしも、あなたも
大切」にするための言
葉遣いや行動につい
て、考えることが難し
い。

対
応

平等と公平の違いに着目させ、
比較させる（見方・考え方を働
かせる）

本題材のゴールの姿を示す

アイスブレイクや話合いでは、
うめラいスで人の話をしっかり
聴く

自己で考えた上で班で話し合わ
せ、全員が解を見いだせるよう
にする

「わたしも、あなたも大切」に
する行動は、リフレクションで
考えさせる

本時の学びを振り返るととも
に、学んだことを日常生活に生
かしていくかを考えさせる

対
応

授業プランシート@玖島中学校
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